


















































































































































































































































　結果的にこの年の女子就学者は、学齢児童数 34,547 人中8人 18（0.02%）で、沖縄在住




















は、35,587 人中 2,211 人（6.21%）
19　「文部省　第十三年報（明治十八年分）」1886 年 12 月、「沖縄県年報」p.219
20　同上
21　沖縄県教育庁文化財課史料編集班、前掲書、p.147 参照
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を養成することゝ為り居れり、洵に優遇と謂はざるべからず

























28　女子講習科は明治 33 年に二度目の卒業生を出し、10 人中8人が沖縄出身というように、年々地
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でございます、沖縄今日の急務は何であるかと
云へば、一から十まで他府県に似せる事で


























































35　「琉球新報」明治 31 年 10 月7日。濁点、句読点は筆者による。繰り返し符号は一部言葉に代え
た。
36　「琉球新報」明治 33 年５月 17 日
37　「明治四三年度　沖縄警備隊区徴募概況」（防衛省防衛研究所戦史研究センター蔵）。ページ番号
なし。
38　沖縄連隊区司令部「沖縄県の歴史的関係及人情風俗」大正 11 年 12 月、p.39。旧字体は新字体に
改めた。
































42　昭和９年 12 月 10 日、新聞不明（前掲『清川安彦氏　新聞切り抜き』）











































































55　『大阪朝日新聞』昭和 11 年8月 13 日


















した沖縄県民は、1941 年（昭和 16）12 月8日のアジア太平洋戦争勃発を機に設けられた
「大詔奉戴日」の諸行事を通して、戦意高揚に向けた取り組みをさらに強化していった。
日本軍の駐留と「沖縄女性観」








撃の危険性が潜むなか、多くの住民が九州へと出発した。8月 22 日、学童 784 人を含む
57　『大阪朝日新聞』昭和 14 年8月 26 日
58　前掲、『沖縄県史　第１巻　通史』p.820
59　『沿革誌　喜如嘉小学校』昭和 18 年９月９日・９月 16 日
60　1945 年3月末段階で日本軍の総兵力（正規軍）は 86,400 人といわれる（沖縄県教育庁文化財課
史料編集班編『沖縄県史　各論編第六巻　沖縄戦』沖縄県教育委員会、2017、p.44）
『北東アジア研究』別冊第５号（2019 年 12 月）
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婦」に、一か所に 15 人、一個連隊二か所の慰安所を競って設置した。1944 年（昭和 19）






















































































82　1944 年 11 月 18 日策定。大城将保編『沖縄秘密戦に関する資料』不二出版、1987、p.27
83　梅澤裕、前掲書、p.40
84　宮城晴美、前掲書、p.230






























85　忠魂碑とは、靖国神社に直結するモニュメントとして、「紀元 2600 年」（昭和 15 年）を記念して
建立されたものだった。1942 年１月8日にはじまる「大詔奉戴日」に、戦死した「英霊」を讃え、
戦意高揚の儀式が行われた場所となった。
86　宮城晴美、前掲書、p.277
「被近代化」の暴力性
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厳しく指導されてきた。第三の風俗改良といえるものだった。教師のほとんどが、皇民化
教育を推進し教え子を戦場に送った師範学校出身者であり、男性教師の話す戦争体験は日
本軍の武勇伝でしかなかった。1959 年（昭和 34）の皇太子の結婚式の日は、座間味島の
全校生徒が「天皇陛下バンザイ」を三唱させられた。戦争であれほどの被害を生みながら
も、教師たちに染みこんだ天皇制崇拝の体質は、日本国家にとって沖縄の「近代化」が見
事に成功した事例であり、逆にコンタクト・ゾーンの悲哀だと結論づけても良いだろう。
今後の研究課題として留めておきたい。

